
資料５ 

 

事業者等へのアンケートの実施について（案） 

 

 
本委員会での議論を始め、定量型環境ラベルの課題と今後の在り方に係る検討状況をワークショッ

プ（100 名規模）で紹介するとともに、当該ワークショップ参加者にアンケートを行うことにより、ヒアリン

グではカバーしきれない関係者の意見を広く収集し、対応方策案の取りまとめに資する。 

 

＜アンケート内容案＞ 

事業者側からのニーズを中心に、定量型環境ラベルに求めるあるべき姿を中心に、国内のみでなく

グローバルなニーズの視点からアンケートを行う。（アンケートのイメージは裏面参照） 

 

１． 【全員の方に聞きます。】貴社は定量型環境ラベルを取得していますか？ 

２． 【全員の方に聞きます。】定量型環境ラベルを取得、利用される上で特に課題と思われることは何

ですか？ 

３．【全員の方に聞きます。】  ２．の課題を解決するためにはどのような対応が必要とお考えです

か？ 

４．【取得している方に聞きます。】貴社が定量型環境ラベルを取得する目的、ターゲットはどのように

お考えですか？ 

５．【取得している方に聞きます。】定量型環境ラベルを取得したことで、国内外それぞれにおいて、経

営・営業上のメリットを感じたことがありますか？ 

６．【全員の方に聞きます。】定量型環境ラベルの導入について、現在ボランタリーな取組となっている

が、義務化も含めた対応方策についてどのようにお考えですか？（複数回答可） 

７．【全員の方に聞きます。】エコマークなど他の環境ラベルを取得、利用されていますか？ 

８．【全員の方に聞きます。】海外の環境ラベルを取得されていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）ワークショップ（案）の概要 

（１）セミナー名：「定量型環境ラベルの将来像」 

（２）日程：12 月 12 日（木）１４～１６時１５分（１３～１７時） 

（３）場所：東京ビックサイト会議棟１Ｆ １０１会議室 １２０名 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 エコプロダクツ 2013 定量型環境ラベルの将来像 アンケート  

一般社団法人 産業環境管理協会 

該当に○をお願い致します。 

【業種】：水産・農林・鉱業、 建設・不動産、 電気・ガス、 運輸・通信、 製造業、 流通業、 金融・保

険・証券 

    情報サービス、 その他サービス業、 教育関係、 官公庁・研究機関 

 

【所属】：営業、企画、研究開発、設計、調達、製造、検査、環境、流通、 

 

【世代】：20～30 歳、30～40、40～50,50～60、60 歳以上  【性別】：男、女 

 

１． 【全員の方に聞きます。】貴社は定量型環境ラベルを取得していますか？ 

□取得済  □未取得  □検討中 

 

２． 【全員の方に聞きます。】定量型環境ラベルを取得、利用される上で特に課題と思われることは何

ですか？（複数回答可、考えられる範囲で回答願います。） 

□ コストが高い  □費用対効果が不明   □取得に時間を要する   □審査手続きが複雑  

□ 原単位等算定に必要なデータが少ない  □原単位等算定に必要なデータが古い 

□ データが統一されていない   □認知度が低い  □算定結果に対する信憑性が低い  

□ 数値の見える化だけでは環境製品として訴求できない 

□ 中小企業においては対応負荷が大きい 

     

３．【全員の方に聞きます。】２．の課題を解決するためにはどのような対応が必要とお考えですか？
（複数回答可、考えられる範囲で回答願います。） 

   □普及を優先してコストを下げる  □効果事例を整備し公開する  □原単位の整備を進める 

□オフセットや削減貢献などとの一体的な運用    □中小企業支援策の制定等 

 

４．【取得している方に聞きます。】貴社が定量型環境ラベルを取得する目的、ターゲットはどのように

お考えですか？  

□先進性のものへのチャレンジ精神が旺盛のため  □ＣＳＲの一環  

□販売戦略としての位置付け  □市場が求めている 

□その他（                                          ） 

 

５． 【取得している方に聞きます。】定量型環境ラベルを取得したことで、国内外それぞれにおいて、経

営・営業上のメリットを感じたことがありますか？ 

□ある □ない    

【ある場合】  □環境配慮企業としての評価が得られた、 

□取引先企業のグリーン調達基準 

□意識の高い消費者への販売等）      

□その他（                  ） 

【ない場合】どのようにすれば経営・営業上のメリットにつながるとお考えですか？ 

□絶対的な数値   □競合他社よりある環境領域において○○％すぐれている 

□環境配慮の取り組みレベルが図る表示 

別紙 



    【全員に聞きます。】数字化、公開について、どう思いますか？ 

   □数字公開に抵抗がない    □数字公開に抵抗がある   □分からない 

 

６．【全員の方に聞きます。】定量型環境ラベルの導入について、現在ボランタリーな取組となっていま

すが、義務化も含めた対応方策についてどのようにお考えですか？（複数回答可） 

□義務化は、新たなコスト負担につながり反対 

□利益に直結するものではなく、ボランタリーな取組でよい等 

□海外の環境ラベルとの相互認証の導入 

□その他（                                          ） 

 

７．【全員の方に聞きます。】エコマークなど他の環境ラベルを取得、利用されていますか？ 

□ない   □〇〇を取得している （環境ラベルの名称：                     ） 

  

【取得している方に聞きます。】それらの環境ラベルとの併用で困ったことはありませんか？ 

□特に直接的な効果を求めているわけではないので、問題ない。 

□環境ラベルが氾濫しており、情報の受け手が理解ができていない 

□その他（                                      ） 

 

８．【全員の方に聞きます。】海外の環境ラベルを取得されていますか？ 

□ はい    □いいえ      □分からない 

【はいの方に聞きます。】国名と制度名を教えてください。 

□国名 （             ）  □制度名 （                 ） 

【また目的は何でしょうか？】 

□販売戦略                   

□知名度の向上       

□その他（            ） 

 

 

      

 以上      ご協力有難うございました。 


